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児
島
支
部
は
認
定
こ
ど

も
園
な
ど
を
含
め
て
６
カ

所
で
活
動
を
実
施
。
掲
示

板
の
設
置
や
扉
の
修
理
、

網
戸
の
貼
り
換
え
等
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
子
供

た
ち
が
喜
ぶ
よ
う
に
サ
ッ

　

最
近
よ
く

耳
に
す
る

「
少
し
で
も

命
が
助
か
る

行
動
を
と
っ

て
く
だ
さ

い
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る

が
、
ひ
と
昔
前
は
そ
ん

な
言
葉
を
聞
け
ば
、
ほ

ぼ
助
か
ら
な
い
状
況
が

目
に
浮
か
び
、
究
極
の

選
択
を
強
い
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
思
え
た
も
の

だ
。

　

そ
れ
が
最
近
は
大
雨

や
台
風
な
ど
で
多
く
の

犠
牲
者
を
出
す
こ
と
が

頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
、
そ
の
よ
う

な
言
葉
で
の
注
意
喚
起

を
耳
に
す
る
機
会
も
増

え
た
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
も
耳

慣
れ
し
て
し
ま
う
と
危

険
と
も
な
り
え
る
。
情

報
を
正
し
く
伝
え
る
と

い
う
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
い
こ
と
だ
。
想
定

し
て
い
た
ほ
ど
の
災
害

で
は
な
い
と
い
う
こ
と

が
何
度
か
続
く
と
「
今

回
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
」

と
油
断
し
て
し
ま
い
が

ち
に
な
る
。
常
に
危
機

感
を
持
ち
続
け
て
お
く

べ
き
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
も
難
し
い
こ
と
だ
と

思
う
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
者

を
少
な
く
す
る
た
め
に
、

個
人
の
判
断
に
委
ね
る

の
で
は
な
く
「
命
令
」

と
し
て
強
制
力
を
持
た

す
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
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組
合
員
の
技
術
を
活
用

地
域
社
会
へ
の
活
動
で
ア
ピ
ー
ル

　
【
住
宅
対
策
部
】8
月
20
日
に「
統
一
労
力
奉
仕

活
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
23
支
部
、

総
勢
５
１
７
人
が
参
加
。
熱
中
症
予
防
を
行
い
つ

つ
、
保
育
園
や
独
居
老
人
宅
等
を
中
心
に
計
１
９

７
カ
所
で
、
県
下
最
大
規
模
の
技
能
者
集
団
で
あ

る
建
労
岡
山
の
組
合
員
の
技
術
を
振
る
い
ま
し
た
。

　

実
施
先
は
児
童
セ
ン
タ

ー
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、

こ
ど
も
園
、独
居
老
人
宅
、

公
民
館
な
ど
多
岐
に
渡
り
、

各
支
部
が
地
域
に
根
付
い

た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

組合の存在をPR
組織人数の回復に取り組もう

https://www.okayamakenro.or.jp/

こども園の木製フェンスを修繕（児島）

カ
ー
ゴ
ー
ル
の
塗
装
や
一

輪
車
の
補
助
バ
ー
の
塗
装

を
行
う
な
ど
気
配
り
が
光

る
作
業
で
し
た
。

　

ま
た
、
赤
磐
支
部
は
路

上
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は
台
風
が
多
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
汚
れ
は
重
大
な
交

通
事
故
に
繋
が
り
か
ね
な

い
こ
と
か
ら
、
安
全
に
も

配
慮
し
た
地
元
組
合
員

な
ら
で
は
の
活
動
で
し

た
。

　

61
人
が
参
加
し
た
和

気
支
部
は
老
人
ホ
ー
ム

等
10
カ
所
で
駐
車
場
の

樹
木
剪
定
や
ド
ア
、
う

さ
ぎ
小
屋
や
ポ
ス
ト
の

修
繕
、
砂
場
の
屋
根
移

設
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
他
に
も
紙
面

の
都
合
上
記
載
し
き
れ

　
【
組
織
対
策
部
】建
労
岡

山
の
令
和
４
年
度
末
時
点

の
組
織
人
数
は
１
１
，
８

３
６
人
と
な
り
、
平
成
24

年
度
以
来
の
年
間
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
年
間
実

増
を
果
た
す
べ
く
、
４
月

１
日
時
点
の
組
織
人
数
の

７
％
（
全
支
部
合
計
８
２

ま
せ
ん
が
、
各
支
部
猛
暑

の
中
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
の
取
り
組
み
支

部
は
倉
敷
（
42
）
岡
山

（
42
）
都
窪
（
18
）
玉
島

（
26
）
津
山
（
６
）
児
島

（
24
）
西
大
寺
（
26
）
総

社
（
８
）
児
島
郡
（
７
）

玉
野
（
17
）
赤
磐
（
15
）

真
庭
（
11
）
和
気
（
61
）

高
梁
（
14
）
井
原
（
44
）

吉
備
（
13
）
笠
岡
（
19
）

新
見
（
８
）
御
津
（
18
）

苫
田
西
（
12
）
小
田
（
24
）

昨年の現場訪問の様子（玉野）

水道のトラブルを修繕（和気）

クラックの修復作業（英田）

英
田
（
55
）
苫
田
（
７
）

で
し
た
。
※
カ
ッ
コ
内
は

参
加
人
数
。

　

統
一
労
力
奉
仕
活
動
は

組
合
員
の
技
術
技
能
を
活

用
し
技
能
者
集
団
で
あ
る

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

最
高
の
機
会
で
す
。
地
域

社
会
へ
の
貢
献
と
い
う
側

面
も
併
せ
持
ち
、
自
治
体

か
ら
も
大
変
喜
ば
れ
て
い

る
活
動
で
す
。
参
加
頂
き

ま
し
た
組
合
員
の
方
に
は

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

６
人
）
の
新
加
入
者
を
迎

え
る
こ
と
を
目
標
に
組
織

拡
大
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

８
月
末
ま
で
に
４
５
０

人
の
新
加
入
者
が
あ
り

（
達
成
率
54
・
４
％
）、
組

織
人
数
は
１
１
，
８
６
４

人
（
28
人
増
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

年
間
加
入
目
標
の
達
成

に
向
け
、
９
月
か
ら
11
月

ま
で
の
３
カ
月
間
を
『
秋

の
組
織
拡
大
月
間
』
と
し

て
、
仲
間
を
増
や
す
運
動

の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
は
、
組
合
加
入
動
機

の
う
ち
大
多
数
が
仲
間
の

紹
介
で
あ
る
こ
と
か
ら

「
一
人
一
人
が
現
場
や
会

合
の
場
で
未
加
入
者
へ
声

掛
け
を
行
い
、
組
合
の
存

在
を
Ｐ
Ｒ
す
る
」
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

拡
大
月
間
で
は
支
部
ご

と
の
目
標
達
成
状
況
に
応

じ
て
支
部
に
報
奨
金
を
支

給
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
仕
事
と
く
ら

し
を
守
り
、
諸
要
求
の
実

現
と
さ
ら
な
る
組
合
運
動

の
推
進
に
は
組
織
拡
大
が

重
要
で
す
。

　

こ
の
機
に
組
織
一
丸
と

な
っ
て
、
組
織
人
数
の
回

復
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

9月～11月は
秋の組織拡大月間です
未加入者へ声を掛けて
組織拡大を図りましょう

統一労力
奉仕活動



岡山県建設労働組合機関紙 第 825 号　　　　（2）2023年（令和５年）10月１日

デ
イ
ワ
ー
ル
ド
の
ざ
き

（
岡
山
市
東
区
西
大
寺
新

地
１
６
６
－
１
）
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
受
講
料

は
国
土
交
通
省
の
補
助
事

業
で
あ
る
た
め
、
無
料
と

な
っ
て
お
り
、
修
了
証
も

発
行
さ
れ
ま
す
。

　

左
上
２
次
元
コ
ー
ド
又

は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
特
設
サ
イ

ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
申
込

方
法
等
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

研
修
会
の
目
的
等
に
つ

い
て
は
、
左
下
２
次
元
コ

ー
ド
等
か
ら
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

第189章

ともに現状打破へ
仲間との関わりは財産

　
【
青
年
部　

中
野　

信（
31
歳
・
児
島
郡
）】

私
の
仕
事
は
内
装
仕
上

げ
工
事
を
メ
イ
ン
に
手

掛
け
て
い
ま
す
。

　

最
近
私
が
思
う
こ
と
。

そ
れ
は
若
年
の
職
人
さ

ん
が
本
当
に
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。先
日
、

若
い
仲
間
と
話
を
す
る

機
会
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、そ
こ
で
聞
い
た
の
は
、

現
場
の
仕
事
は
お
給
料
が

安
い
、
カ
ッ
コ
悪
い
と
い

う
辛
辣
な
意
見
の
数
々
。

　

昨
今
の
物
価
高
騰
や
不

景
気
な
社
会
情
勢
に
、
建

設
業
も
非
常
に
厳
し
い
環

境
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

私
も
薄
利
多
売
で
何
と
か

会
社
組
織
を
運
営
し
て
い

る
の
が
実
情
で
あ
り
、
私

一
人
の
力
で
は
今
の
状
況

を
変
え
る
こ
と
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
は
青
年
部
の
仲
間
や

組
合
の
み
な
さ
ん
と
の
関

わ
り
を
財
産
だ
と
思
い
、

建
設
業
は
儲
か
る
、
社
会

に
誇
れ
る
と
い
う
環
境
を

と
も
に
築
い
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

断
熱
施
工
の
実
技
研
修

左
記
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
込
み

　
【
住
宅
対
策
部
】先
月
号

で
も
お
知
ら
せ
し
た
「
断

熱
施
工
実
技
研
修
会
」
が

岡
山
県
に
お
い
て
も
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
会
は
全
国
各

地
の
常
設
会
場
で
、
実
技

研
修
用
の
常
設
モ
デ
ル
を

使
い
、
断
熱
施
工
の
実
技

研
修
を
行
う
こ
と
で
技
術

の
一
層
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け

た
建
築
住
宅
工
事
の
正
し

い
技
術
の
習
得
を
目
指
す

も
の
で
す
。

　

岡
山
県
で
は
、
㈱
ウ
ッ

　
【
組
織
対
策
部
】８
月
24

日
、
建
労
岡
山
本
部
３
階

会
議
室
で
組
織
対
策
部
担

当
者
会
議
を
開
催
し
、
会

議
に
先
立
つ
午
前
中
に
、

特
定
社
会
保
険
労
務
士
の

楠
見
裕
美
氏
を
講
師
に
迎

え
「
２
０
２
４
年
問
題
と

労
働
時
間
」
と
題
し
た
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
４
月
か
ら

建
設
業
に
お
い
て
も
時
間

外
労
働
時
間
の
上
限
規
制

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
受

け
、
そ
も
そ
も
の
法
定
労

働
時
間
と
所
定
労
働
時
間

の
違
い
や
、
よ
く
あ
る
間

違
い
の
例
と
し
て
、
１
日

８
時
間
を
超
え
た
と
こ
ろ

は
時
間
外
労
働
時
間
と
認

識
し
て
い
る
が
、
１
週
40

時
間
を
超
え
る
部
分
は
時

間
外
労
働
時
間
と
し
て
認

識
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス

　
【
技
術
対
策
部
】組
合
が

運
営
す
る
職
業
訓
練
校

（
木
造
建
築
科
）
で
は
令

和
６
年
４
月
か
ら
の
新
入

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
校
で
は
技
術
を
身

に
付
け
、
知
識
を
深
め
る

だ
け
で
な
く
、
訓
練
を
修

了
す
る
こ
と
で
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

〈
２
級
技
能
士
〉

　

・
受
検
資
格
が
付
与

　

・
学
科
試
験
が
免
除

〈
二
級
建
築
士
〉

　

・
受
験
資
格
が
付
与

　

ま
た
、
現
在
訓
練
校
で

は
17
人（
う
ち
女
性
２
人
）

の
大
所
帯
で
賑
や
か
に
訓

練
に
励
ん
で
お
り
、
訓
練

期
間
中
に
仲
間
意
識
と
懇

親
が
深
ま
り
、
卒
業
後
で

も
仕
事
で
協
力
し
合
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

訓
練
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

『
訓
練
日
時
』

毎
週
土
曜
日
と
毎
月
第

３
水
曜
日
（
原
則
）
の

９
時
か
ら
17
時
。
訓
練

期
間
２
年
間
。

『
訓
練
場
所
』

倉
敷
校（
倉
敷
支
部
内
）

『
授
業
料
』

１
カ
月
５
，
０
０
０
円

（
組
合
員
）。

　

訓
練
生
を
派
遣
す
る

事
業
主
に
は
助
成
金
も

あ
り
ま
す
。
訓
練
校
に

興
味
の
あ
る
方
、
訓
練

の
様
子
を
見
学
に
来
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

詳
細
は
所
属
支
部
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

労働時間を適正把握
それぞれの働き方を尊重

（
左
上
図
参
照
）
等
の

詳
細
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
建
設
業
は
、
自

宅
か
ら
現
場
ま
で
直
行

直
帰
の
場
合
も
多
く
、

適
正
な
労
働
時
間
の
把

握
を
行
う
た
め
に
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
Ｇ
Ｐ

Ｓ
機
能
を
利
用
し
た
モ

バ
イ
ル
打
刻
も
有
効
で

あ
る
と
の
説
明
も
あ
り

ま
し
た
。

　

「
建
設
現
場
に
お
い

て
は
、
事
業
主
、
一
人

親
方
、
職
人
等
、
立
場

が
異
な
る
多
く
の
人
が

働
い
て
い
る
。
皆
が
自

分
と
同
じ
働
き
方
を
し

て
い
る
訳
で
は
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
方
を

尊
重
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
」
と
今
後
の
働

き
方
改
革
に
お
け
る
課

題
を
受
け
、
講
演
は
終

了
し
ま
し
た
。

新
入
生
を
大
募
集

仲
間
と
共
に
学
び
ま
せ
ん
か

講
演
を
行
う
楠
見
特
定
社
労
士（
右
）

倉
敷
校
の
授
業
風
景

職業訓練校
木造建築科

令和５年度
技能検定（後期）受検案内
【検定職種】�建築大工、鉄筋施工、かわらぶき、

ガラス施工、防水施工、配管、型
枠施工等

【受検申請期間】10月２日㈪〜10月13日㈮
【受 検 料】学科：3,100円

実技：18,200円
※�25歳未満で雇用保険被保険者は
２級実技受検料が9,200円に
なります。

【申 込 先】岡山県職業能力開発協会
岡山市北区中山下2-3-10
TEL：086-225-1547

特設サイトから
申し込みを
お願いします
https://

dannetsusekou.
kennetserve.jp/

研修会の目的等は
コチラ

住宅リフォームエキスパート
（旧名称 増改築相談員）

「更新」研修会実施案内
【開催日時】11月25日㈯

９時30分～14時50分
【開催場所】�建労岡山会館�

（岡山市北区駅元町23-12）
【受 講 料】�16,600円（組合員以外は21,700

円）※テキスト代、登録料等含む
【受講対象】�有効期限が2024年３月31日の方

（2023年３月31日、2022年３
月31日が登録期限であった方も
今回受講すれば再登録可能）

【申込締切】11月６日（月）
　⃝詳細は所属支部まで。
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下
記
５
会
場
で
、
日
曜

健
診
（
健
診
未
受
診
者
対

象
健
診
）を
実
施
し
ま
す
。

　
【
社
会
保
障
対
策
部
】建

設
国
保
の
保
健
事
業
の
一

環
と
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
補
助
を
実
施

し
ま
す
。補
助
対
象
者
は
、

接
種
日
に
建
設
国
保
の
資

　

対
象
者
は
、
建
設
国
保

加
入
の
組
合
員
・
配
偶

者
・
40
歳
以
上
扶
養
家
族

で
す
。
今
年
度
最
後
の
集

団
健
診
で
す
。
一
般
健
診

は
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
険
証
交

付
学
習
会
等
で
配
布
す
る

申
込
書
や
所
属
支
部
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

格
の
あ
る
組
合
員
と
そ
の

家
族
で
す
。

　

接
種
期
間
内
１
人
１
回

に
限
り
、
自
己
負
担
金
額

に
対
し
て
１
，
５
０
０
円

を
限
度
に
補
助
を
行
い
ま

す
。
た
だ
し
15
歳
未

満
は
通
常
２
回
接
種

を
行
う
た
め
２
回
分

ま
で
補
助
し
ま
す
。

負
担
金
額
が
１
，
５

０
０
円
未
満
の
場
合

に
は
実
費
分
を
補
助

し
ま
す
。

　

接
種
対
象
期
間
は
、

令
和
５
年
10
月
１
日

か
ら
令
和
６
年
１
月

31
日
で
、
申
請
期
間

は
令
和
６
年
２
月
29

　
【
社
会
保
障
対
策
部
】９

月
に
県
下
各
地
で
保
険
証

交
付
学
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

み
な
さ
ん
に
配
布
し
て

い
ま
す
「
２
０
２
３
保
険

証
交
付
学
習
会
テ
キ
ス

ト
」
に
は
建
設
国
保
の
給

 インフルエンザ

予防接種補助を実施
申請期間は２月末まで

日曜健診日程表（健診未受診者対象・完全予約制）
　所属支部へ必ず申し込みください。
　（日曜健診の案内は保険証交付学習会等で配布します。）
　締切：健診日の１カ月前
健診日程 開催場所

11月５日㈰ 津山市
勤労者福祉センター 津山市勝部20-7

11月12日㈰ 岡山商工会議所 岡山市北区厚生町3丁目1-15

11月19日㈰ 西大寺観音院 岡山市東区西大寺中3丁目8-8

11月26日㈰ 岡山市
サウスヴィレッジ 岡山市南区片岡2468

12月３日㈰ 倉敷商工会議所 倉敷市白楽町249-5 

未
受
診
者
は
健
診
を

今
年
度
最
後
の
実
施

付
、
各
種
健
康
診
断
、
契

約
保
養
所
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
補
助
制
度
、
医
療
費

通
知
に
関
す
る
こ
と
等
、

重
要
な
事
項
が
多
数
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
万
が
一

の
入
通
院
、
そ
れ
に
伴
う

休
業
、各
種
健
診
の
受
診
、

保
養
所
利
用
等
の
際
、
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ま
ず
は
、
保
険
証
交
付
学

習
会
テ
キ
ス
ト
の
記
載
内

容
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ

う
。動

画
、
テ
キ
ス
ト
、

申
請
書
を
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

　

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

建
設
国
保
の
概
要
を
説
明

保険証交付
学習会テキスト

重
要
事
項
を
掲
載

困
っ
た
ら
内
容
を
確
認

し
た
動
画
「
健
康
増
進
守

ろ
う
建
設
国
保
」
と
保
険

証
交
付
学
習
会
テ
キ
ス
ト

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
外

出
先
で
内
容
が
確
認
で
き

な
い
、
テ
キ
ス
ト
を
紛
失

し
て
困
っ
て
い
る
方
等
は
、

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

確
認
、
印
刷
等
が
可
能
で

す
。

　

あ
わ
せ
て
、
高
額
療
養

費
や
傷
病
手
当
金
、
療
養

費
支
給
等
の
各
種
申
請
書

も
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

積
極
的
な
活
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
岡
山
県
保
険
者

協
議
会
で
は
県
下
一
斉
に

10
月
第
一
週
か
ら
二
週
に

か
け
て
健
診
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

近
く
の
駅
や
バ
ス
の
中
等

に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て

い
ま
す
。
画
像
の
２
次
元

コ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
す
る

と
、
健
診
内
容
等
が
確
認

で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

開
き
ま
す
。

　

気
に
な
っ
た
ら
、
健
診

の
は
じ
め
時
で
す
。
今
年

度
未
受
診
の
方
、
ぜ
ひ
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

日
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
申
請
に
あ
た

っ
て
は
医
療
機
関
が
発

行
し
た
領
収
証
（
原
本

に
限
る
）
に
上
表
の
６

項
目
が
全
て
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
手
続
き
の
際
は
、

領
収
証
と
印
鑑
を
持
参

し
て
所
属
支
部
に
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
他
の
機
関
で
領
収

証
原
本
を
使
用
す
る
場

合
は
建
設
国
保
で
の
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
、
所
属
支
部

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

領収証（原本）に以下の①～⑥の項目が
記載されている必要があります。
　①接種年月日
　②医療機関名
　③領収印
　④接種者の氏名
　⑤接種費用額
　⑥�インフルエンザの予防接種である

ことの表記

小型移動式クレーン運転技能講習
受講者募集

（走行とクレーン操作が可能なクレーンの中で、つり上げ荷重１
t以上５t未満の移動式クレーン）
【開 催 日】学科：令和６年１月10日㈬、11日㈭

実技：令和６年１月12日㈮（３日間の受講が必要）
【開催場所】株式会社PCT（旧社名　株式会社PEO建機教習センタ）

岡山教習所（岡山県赤磐市桜ケ丘東3-3-765）
【受講対象】18歳以上の組合員
【受 講 料】20Hコース（免除資格なし）45,000円

16Hコース（免除資格あり）41,000円
※いずれも税込。テキスト代含む。

【定　　員】９人（定員になり次第締め切り）
【申込締切】令和５年12月15日㈮
　※詳細については所属支部へ確認してください。

「丸のこ等取扱い作業従事者教育」
受講者募集

【開催日時】令和５年12月３日㈰
午前８時50分から午後１時�
（昼食休憩なし）

【会　　場】組合本部　３F会議室
【受 講 料】9,200円（テキスト代含む）
【定　　員】40人（定員になり次第締め切り）
【受講対象】�丸のこ等を使用する組合員�

（組合員外でも事業主が組合員の場合
は申し込み可能）

【締　　切】令和５年11月17日㈮
【実施機関】建設業労働災害防止協会
　※�申込者が25人未満の場合は開催を見送ります。
　※詳細は所属支部まで問い合わせてください。

・組合ホームページの「組合員
の方へ」内「学習会資料・動
画」のページで、学習会資料の
ダウンロード、学習会用動画の
視聴が可能です。

学習会資料・
動画ページの
二次元コード
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気
持
ち
で
は
じ
め
ま
し
た

が
、
古
い
布
の
小
さ
な
ハ

ギ
レ
を
パ
ー
ツ
ご
と
に
縫

い
合
わ
せ
て
い
く
と
柄
が

ア
ー
ト
に
な
る
そ
の
素
晴

ら
し
さ
に
魅
了
さ
れ
、
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
や
ク
ッ
シ
ョ

ン
、
バ
ッ
グ
な
ど
仕
事
の

合
間
を
見
つ
け
て
は
夢
中

で
作
り
ま
し
た
。
出
来
上

が
っ
た
作
品
は
友
人
や
家

族
に
差
し
上
げ
た
り
し
て

私
自
身
も
部
屋
の
ベ
ッ
ト

カ
バ
ー
を
製
作
し
楽
し
ん

で
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か

300

鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

最高の一杯を求め
ロードバイクで汗を流す漢

児島支部 藤澤康雅さん（塗装工・51歳）

　

２
年
前
、
友
達
か
ら
誘

わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を
乗
り

始
め
た
藤
澤
さ
ん
。

　

月
の
半
分
以
上
は
早
朝

４
時
40
分
ご
ろ
に
家
を
出

て
約
１
時
間
30
分
ほ
ど
ロ

ー
ド
バ
イ
ク
に
乗
り
、
40

キ
ロ
の
距
離
を
走
行
後
、

自
宅
で
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び

仕
事
へ
向
か
う
ほ
ど
の
ス

ト
イ
ッ
ク
な
性
格
で
す
。

　

休
み
の
日
は
ロ
ン
グ
ラ

イ
ド
と
な
る
と
金
甲
山
や

鷲
羽
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
へ

行
く
こ
と
も
あ
り
、
往
復

で
１
０
０
キ
ロ
超
の
距
離

を
仲
間
と
走
っ
て
い
ま
す
。

　

藤
澤
さ
ん
は
も
と
も
と

愛
煙
家
で
し
た
が
、
ロ
ー

ド
バ
イ
ク
仲
間
と
サ
イ
ク

御津支部
小森美祢子

　

今
か
ら
50
年
前
に
結
婚

と
同
時
に
主
人
と
二
人
三

脚
で
建
築
塗
装
業
を
始
め

ま
し
た
が
、
主
人
が
亡
く

な
っ
て
早
15
年
経
ち
今
は

息
子
が
後
を
継
い
で
く
れ

て
い
ま
す
。

　

稼
業
を
始
め
て
数
年
経

ち
子
供
た
ち
も
大
き
く
な

り
少
し
ず
つ
気
持
ち
に
ゆ

と
り
が
出
来
た
頃
、
友
人

か
ら
誘
わ
れ
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
キ
ル
ト
を
始
め
ま
し
た
。

　

元
々
裁
縫
は
好
き
で
し

た
し
「
ボ
ケ
防
止
に
ち
ょ

う
ど
い
い
か
な
」
と
軽
い

出
歩
け
な
か
っ
た
毎
日
で

し
た
が
そ
ん
な
日
々
も
キ

ル
ト
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

レース前の藤澤さん（写真右）

　

趣
味
が
あ
る
こ
と
は

素
敵
だ
な
ぁ
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

柄がアートになったお手製キルト

　

今
月
は
好
評
の
「
７
つ

の
ま
ち
が
い
さ
が
し
」
を

行
い
ま
す
。
応
募
者
の
中

か
ら
抽
選
で
30
人
の
方
に

〈宛先〉
〒700-0024
岡山市北区駅元町23-12
　建労岡山教宣部
　　まちがいさがし係 宛

〈メールの場合〉
kyousen@okayamakenro.or.jp

ま
ち
が
い
さ
が
し

30
人
に
ク
オ
カ
ー
ド
を
進
呈

７つの

「
ク
オ
カ
ー
ド
１
，
０
０

０
円
分
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
メ
ー
ル

に
、
①
7
つ
の
間
違
い
箇

所
②
所
属
支
部
名
③
郵
便

番
号
④
住
所
⑤
氏
名
⑥
年

齢
⑦
組
合
機
関
紙
「
建
設

労
報
」
に
対
す
る
意
見
や

感
想
な
ど
を
記
入
の
上
、

下
記
宛
先
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
応
募
締
切
は
10

月
31
日
（
必
着
）
で
す
。

リ
ン
グ
に
行
っ
た
際
、

自
分
だ
け
が
喫
煙
し
て

い
た
た
め
、
仲
間
か
ら

タ
バ
コ
を
や
め
る
よ
う

勧
め
ら
れ
、
見
事
禁
煙

す
る
こ
と
に
成
功
し
ま

し
た
。
タ
バ
コ
を
や
め

て
か
ら
は
ご
飯
も
お
酒

も
美
味
し
く
な
り
、
睡

眠
も
ぐ
っ
す
り
と
れ
体

調
が
良
く
な
っ
た
と
言

い
ま
す
。

　

自
転
車
に
乗
っ
て
い

て
良
か
っ
た
こ
と
は

「
年
齢
や
性
別
関
係
な

く
自
転
車
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
、
友
達
が
増

え
た
こ
と
。
夏
場
は
特

に
汗
を
た
く
さ
ん
流
し

た
後
の
お
酒
は
格
別
う

ま
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

「
今
後
は
楽
し
む
た

め
だ
け
で
な
く
健
康
の

た
め
に
も
自
転
車
に
乗

り
、
歳
を
と
っ
て
も
元

気
に
ペ
ダ
ル
を
踏
み
た

い
」
と
終
始
笑
顔
を
絶

や
さ
な
い
藤
澤
さ
ん
で

し
た
。

〈
県　

内
〉

３
日　

四
役
会
議

11
日

　

労
働
対
策
部

　

担
当
者
会
議

13
日

　

70
周
年
記
念

　

事
業
実
行
委
員
会

18
日

　

女
性
会
交
流
集
会

19
日　

執
行
委
員
会

21
～
22
日

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

　

エ
キ
ス
パ
ー
ト

　

新
規
研
修
会

〈
県　

外
〉

25
〜
27
日

　

�

全
建
総
連
第
64
回

　

定
期
大
会（
群
馬
）

キ
ル
ト
に
出
会
っ
て

素
敵
な
趣
味
を
手
に
入
れ
た

ポリテクセンター岡山主催
技能検定（建築大工）に向けた

現寸図講習の案内
• 日　程　１級：11/26㈰、12/3㈰、10㈰、17㈰

　　　　２級：10/29㈰、11/5㈰、12㈰、19㈰
　　　　　　９：30～16：30　４日間コース

　　　　　　※現寸図のみの講習です。
• 会　場：ポリテクセンター岡山（岡山市北区田中580）
• 受講料：13,500円
• 定　員：各級15人
• 受付締切：各級開始日の14日前まで

詳細、申込みは直接ポリテクセンター岡山（担当：矢原。
TEL：086-241-0940）に問い合わせてください。

登録建築大工基幹技能者講習
受講者募集

経営事項審査の加点項目、 建設現場での主任技術者要件
に該当、 CCUS能力評価では最上位のレベル４の位置づ
けなどのメリットがあります。
【開催日時】令和５年12月９日㈯～10日㈰

※講習時間は�１日目：９時30分～16時50分�
２日目：９時30分～16時55分

【開催場所】�兵庫区文化センター講習室�
（兵庫県神戸市兵庫区羽坂通4-1-1）

【定　　員】７人程度
【受 講 料】�44,000円※組合員自身が資格取得した場合、

祝金合計30,000円を給付
【受験要件】以下の要件をすべて満たす方
　・�建築大工として、実務経験が10年以上かつ職長経験
が３年以上

　・�一級建築大工技能士、建築士等の資格を保持
【申込締切】令和５年11月10日㈮※詳細は所属支部まで。


